
 

 

中国ラフティング国際大会 報告書  （ラフティングチームテイケイ選手 鈴木達也） 

 

期間： 平成 21 年 8 月 10 日～13 日【4 日間】 

場所： 中国黒龍江省伊春市 (ハルビン空港から車で北へ約 3 時間) 

参加者： 鈴木達也、柏木星穂（ラフティングチームテイケイ） 

参加国： 日本、中国、ニュージーランド、チェコ、オーストラリア、インドネシア 

     オランダ、ハンガリー、スイス、ロシア、イギリス 【１１カ国、全１８チーム】 

レース結果： 

順位 チーム名 成績 

１ 日本 １：３３’１０“４８ 

２ ニュージーランド １：３３’４７“８８ 

３ 中国１ １：３４‘４２“７８ 

４ 中国２ １：３６’１０“４８ 

５ チェコ １：３７’２１“２２ 

６ 中国３ １：３８‘１５“２９ 

７ オーストラリア １：３８‘４０“８５ 

８ インドネシア １：３８‘４６“０６ 

９ 中国４ １：３９‘５９“２０ 

１０ 中国５ １：４０‘００“９７ 

１１ 中国６ １：４２‘４６“４７ 

１２ オランダ １：４２’４７“９４ 

１３ ハンガリー １：４４‘１７“８０ 

１４ 中国７ １：４６‘１０“６５ 

１５ スイス １：４６‘５０“０７ 

１６ ロシア １：４９‘４６“４７ 

１７ イギリス(女子) １：５２‘１７“５３ 

１８ 中国８ １：５６‘０１“９７ 

 

レース内容：  

☆ R２ (二人乗り)  

☆ １５キロのダウンリバーレース  

☆ ３０秒間隔でのタイムトライアル形式      

所感：  

今回このような経験ができるチャンスを頂き本当にありがとうございます。  

中国大会はメディアや地元の人たちが集まり盛大に行われました。 

レースではスタート直前のコース変更で中盤から後半にかけては見た事のない場所でのレースで、 

中盤からはとにかくコースの先を見てロスをなくす事に集中しました。 

その場の対応力が非常に重要なレースでした。 

大会の目的として伊春市への観光客誘致が目的だと思われます。 

レースまで何も不自由なくそして中国まで招待して頂いた中国の主催者、多くのスタッフにも本当に感謝しています。 

今回は貴重な体験ができたと思っています。この経験を活かし次の大会へつなげていきたいと思います。 

 


